
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
立
場
で

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善
を

求
め
る

２
０
２
０
年
度
４
月
か
ら
非
正
規
公

務
員
に
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
待
遇

に
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。

市
民
団
体
の
調
査
で
は
、
半
分
以
上

の
人
が
年
収
２
０
０
万
円
未
満
で
す
。

「
給
与
が
少
な
く
健
康
的
な
暮
ら
し
は

全
く
で
き
な
い
」
「
大
病
し
た
ら
ど
う

な
る
か
い
つ
も
心
配
」
等
健
康
や
将
来

へ
の
不
安
に
悩
む
方
も
多
く
い
ま
す
。

北
九
州
市
で
も
、
正
規
職
員
と
比
べ

る
と
待
遇
・
労
働
条
件
の
格
差
が
大
き

く
、
是
正
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
立
場
で
会
計
年
度
任

用
職
員
の
賃
金
・
労
働
条
件
を
改
善
す

る
勧
告
を
求
め
ま
す
。

学
校
事
務
職
員
の
多
忙
を
解
消
し
、

待
遇
の
改
善
を
求
め
る

２
０
２
１
年
度
よ
り
児
童
生
徒
数
３

０
０
人
以
下
の
学
校
で
は
学
校
事
務
補

助
員
の
配
置
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
影
響
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
忙
に
な
っ

た
と
い
う
事
務
職
員
の
声
が
あ
り
ま
す
。

一
方
的
な
労
働
条
件
改
悪
に
は
反
対
で

す
。
ま
た
、
権
限
移
譲
後
、
事
務
職
員

の
昇
任
、
昇
給
も
改
悪
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
職
員
の
労
働
条
件
、
待
遇
を
改

善
す
る
勧
告
を
求
め
ま
す
。

65
歳
定
年
延
長
を
見
通
し
た
制
度
設

計
を
求
め
る

２
０
２
３
年
度
に
60
歳
に
な
る
人
か

ら
定
年
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
「
今
の
長
時
間
過
密
労
働
や
再
任

用
の
低
賃
金
で
は
と
て
も
65
歳
ま
で
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

定
年
延
長
の
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
の
よ
う
な
切
実
な
声
に
も
耳
を

傾
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
労
働
の
対

価
と
し
て
の
適
正
な
給
与
の
保
障
は
も

と
よ
り
、
介
護
休
暇
制
度
の
抜
本
的
充

実
、
体
育
実
技
補
助
な
ど
高
齢
層
へ
の

労
働
軽
減
措
置
等
の
条
件
整
備
を
す
す

め
る
勧
告
を
求
め
ま
す
。

１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
導

入
し
な
い
よ
う
求
め
る

時
間
外
手
当
て
を
支
給
せ
ず
、
定
時

以
外
の
仕
事
を
「
在
校
等
時
間
」
と
し

て
管
理
し
、
そ
の
上
限
を
月
45
時
間
、

年
３
６
０
時
間
と
定
め
る
こ
と
は
、
勤

務
時
間
の
拡
大
と
い
う
誤
っ
た
解
釈
に

繋
が
り
ま
す
。

現
場
で
は
、
本
来
の
仕
事
で
も
在
校

時
間
か
ら
削
除
す
る
こ
と
や
、
退
勤
時

間
を
操
作
す
る
こ
と
や
、
業
務
が
増
え

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
早
く
退
勤
す

る
こ
と
を
管
理
職
が
求
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
時
短
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

が
あ
る
中
、
「
１
年
単
位
の
変
形
労
働

時
間
制
」
の
導
入
を
求
め
な
い
勧
告
を

求
め
ま
す
。

人
事
委
員
会
は
教
職
員
の
生
活
と
権

利
を
守
る
立
場
で
勧
告
を

人
事
委
員
会
に
は
、
労
働
基
本
権
制

約
（
争
議
権
が
認
め
ら
れ
な
い
等
）
の

主
な
代
償
措
置
を
は
た
す
役
割
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
給
与
・
勤
務
条
件
に
関

す
る
勧
告
を
行
う
、
苦
情
相
談
を
処
理

す
る
等
の
行
政
権
限
や
勤
務
条
件
に
関

す
る
措
置
要
求
の
審
査
、
不
利
益
処
分

に
つ
い
て
の
審
査
請
求
等
の
準
司
法
的

権
限
等
も
あ
り
ま
す
。

北
九
州
市
の
教
員
給
与
が
都
道
府
県･

政
令
市
中
で
最
下
位
と
の
報
道
（
3
月

15
日
、
幻
冬
舎
ゴ
ー
ル
ド
オ
ン
ラ
イ
ン

『
都
道
府
県
「
教
員
給
与
」
ラ
ン
キ
ン

グ…

1
位
「
東
京
」
で
44
万
円
強
だ
が
』
）

が
あ
り
ま
し
た
。
待
遇
は
働
く
意
欲
や

教
員
採
用
試
験
の
倍
率
な
ど
に
も
関
わ

り
ま
す
。

全
教
北
九
州
は
、
人
事
委
員
会
が
教

職
員
の
生
活
と
権
利
を
守
る
立
場
に
立

ち
、
誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
労
働
環

境
を
保
障
す
る
勧
告
を
お
こ
な
う
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

2021年7月2１日 新聞 全教北九州 ( 1 )

人事委員会勧告特集 この新聞はすべての教職員に配布しています全教北九州 検索

誰もが安心して働くことができる職場のための勧告を求める

全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合
（
全
教
北
九
州
）
は
、
６
月
２
日
、
北
九
州

市
人
事
委
員
会
に
賃
金
・
労
働
条
件
等
の
改
善
を
求
め
る
要
請
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

要
請
書
で
は
、
労
働
者
の
当
然
の
権
利
と
し
て
の
賃
金
の
改
善
を
求
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
を
見
通
し
た
多
様
な
働
き
方
、
勤

務
時
間
等
の
労
働
条
件
改
善
も
求
め
て
い
ま
す
。

新聞 全教北九州
全教北九州市教職員組合
発行責任者 中川喜久子

2021.7.21

人
事
委
員
会
は
教
職
員
の
生
活
と
権
利
を
守
る
立
場
で
勧
告
を

全
教
北
九
州

人
事
委
員
会
に
要
請
書
を
提
出

企
救
半
島
の
砲
台
群

（
門
司
区･

小
倉
北
区

･

小
倉
南
区
）

関
門
海
峡
は
、
明
治
時

代
に
東
京
湾･

大
阪
湾･

紀

淡
海
峡
と
と
も
重
要
な
防

衛
地
点
に
定
め
ら
れ
、
下

関
側
と
企
救
半
島
に
砲
台

（
対
艦
射
撃
用
砲
台
）･

堡

塁
（
陸
戦
用
砲
台
）
19
か

所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

１
８
９
９
年
に
は
要
塞

地
帯
法
施
行
に
よ
り
砲
台

群
と
周
辺
地
域
（
下
関
市

の
一
部
、
門
司
区
の
ほ
ぼ

全
域
、
小
倉
北
区
と
南
区

の
一
部
）
を
併
せ
て
「
下

関
要
塞
地
帯
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

区
域
内
で
の
測
量
・
写
真

撮
影
・
ス
ケ
ッ
チ
等
は
、

要
塞
司
令
部
の
事
前
の
許

可
と
検
閲
が
必
要
で
、
違

反
者
に
は
禁
固
ま
た
は
罰

金
刑
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た

明
治
末
期
に
な
る
と
、

日
本
列
島
が
直
接
攻
撃
を

受
け
る
恐
れ
が
な
く
な
っ

た
と
判
断
さ
れ
砲
台
群
の

多
く
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

矢
筈
山
キ
ャ
ン
プ
場
、

古
城
山
公
園
、
手
向
山
公

園
、
火
の
山
公
園
（
下
関

市
）
は
砲
台
跡
地
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡



中
教
審
で
も
廃
止
論

５
月
24
日
、
中
教
審
教
員
免
許
更

新
制
小
委
員
会
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
員
の
「
新
た
な
教
師
の
学
び

の
姿
」
と
教
員
免
許
更
新
制
に
つ
い

て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
委
員
会
で
は
、
「
新
た
な
学
び

の
姿
」
の
具
体
化
と
し
て
、
知
識
伝

達
型
の
研
修
は
、
講
座
の
提
供
か
ら

受
講
履
歴
の
管
理
、
受
講
し
た
こ
と

の
証
明
（
学
び
の
「
可
視
化
」
）
ま

で
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
的
で
共
有

し
、
教
育
委
員
会
は
現
場
の
課
題
に

即
し
た
研
修
を
実
施
す
る
仕
組
み
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
新
た

な
学
び
の
姿
」
と
教
員
免
許
更
新
制

と
の
整
合
性
が
議
論
さ
れ
、
教
員
免

許
更
新
制
は
な
く
て
も
い
い
の
で
は
、

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

抜
本
的
な
改
革
が
必
要

７
月
５
日
の
小
委
員
会
で
は
、
免

許
更
新
制
の
包
括
的
評
価
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

包
括
的
評
価
で
は
、
「
更
新
研
修

の
効
果
は
限
定
的
」
「
更
新
制
度
そ

の
も
の
が
複
雑
」
「
教
員
の
負
担
感
」

「
教
育
委
員
会
・
管
理
職
の
多
忙
化
」

「
更
新
研
修
の
講
師
の
確
保
、
研
修

の
採
算
性
に
課
題
」
な
ど
厳
し
い
指

摘
が
な
さ
れ
、
前
提
を
設
け
ず
抜
本

的
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
ま

し
た
。

思
い
こ
み
で
失
効
さ
せ
な
い
で

７
月
５
日
の
小
委
員
会
を
受
け
て
、

文
部
科
学
省
が
免
許
更
新
制
を
廃
止

の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
と
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
報
道
に
対
し
て
萩
生
田

文
部
科
学
大
臣
は
、
「
廃
止
固
め
た

事
実
は
な
い
」
と
発
言
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
「
中
教
審
の
答
申

を
待
っ
て
制
度
改
革
を
進
め
る
」
と

も
述
べ
て
い
ま
す
。

先
生
の
間
、
特
に
来
年
度
免
許
更

新
の
受
講
が
必
要
な
人
か
ら
は
「
自

己
負
担
ま
で
し
て
単
位
を
受
講
し
な

く
て
も
い
い
の
で
は
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

廃
止
が
決
定
し
て
も
直
ち
に
実
施

で
は
な
い
の
で
、
「
受
講
し
な
く
て

も
」
と
い
う
思
い
こ
み
で
免
許
を
失

効
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

更
新
制
度
は
無
条
件
で
廃
止
を

「
新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿
」
の

具
体
化
に
よ
る
教
員
免
許
更
新
制
の

抜
本
的
見
直
し
は
、
教
員
の
自
主
的

な
学
び
を
否
定
し
、
国
が
研
修
を
管

理
す
る
こ
と
で
、
国
や
社
会
に
貢
献

す
る
「
人
材
」
の
育
成
を
強
く
進
め

る
も
の
で
あ
り
反
対
で
す
。
全
教
北

九
州
は
、
無
条
件
の
制
度
廃
止
を
求

め
ま
す
。

ま
た
、
職
場
で
は
「
廃
止
に
な
っ

た
場
合
、
受
講
料
が
も
っ
た
い
な
い
」

「
受
講
の
判
断
は
い
つ
し
た
ら
い
い

の
か
」
等
の
困
惑
、
不
安
の
声
も
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
場
の
声
に
対
す
る

見
解
を
求
め
る
要
請
書
を
教
育
委
員

会
に
提
出
し
ま
し
た
。

７
月
９
日
、
東
京
都
内
で
感
染
防

止
対
策
を
と
り
な
が
ら
「
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
を
す
す
め
る
会
」
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
２
０
２
１
年
度
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
求
め
る
全
国
署
名
（
教
育
全

国
署
名
）
」
の
ス
タ
ー
ト
集
会
が
開

催
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ラ

イ
ブ
配
信
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

文
部
科
学
委
員
会
所
属
の
国
会
議
員

へ
の
要
請
行
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

義
務
標
準
法
の
改
正
に
よ
る
小
学

校
で
の
35
人
学
級
は
実
現
し
ま
し
た

が
、
す
べ
て
の
学
年
で
実
現
す
る
ま

で
に
５
年
か
か
る
（
北
九
州
市
の
よ

う
に
独
自
の
予
算
措
置
に
よ
り
前
倒

し
で
実
施
し
た
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
）

こ
と
や
、
中
学
校
や
高
等
学
校
が
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
問
題
で

す
。教

育
全
国
署
名
で
は
、
小
中
学
校
・

高
等
学
校
す
べ
て
の
学
年
で
20
人
学

級
を
展
望
し
た
少
人
数
学
級
の
実
現

だ
け
で
な
く
、
幼
稚
園
や
特
別
支
援

学
級
・
特
別
支
援
学
校
の
学
級
編
成

標
準
の
引
き
下
げ
、
高
校
・
大
学
等

の
学
費
無
償
化
、
特
別
支
援
学
校
設

置
基
準
の
策
定
、
学
校
の
施
設
の
改

善
な
ど
も
求
め
て
い
ま
す
。

集
会
で
は
、
大
東
学
園
高
校
の
生

徒
か
ら
、
近
隣
の
住
民
を
訪
問
し
て

署
名
を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
昨
年

は
ポ
ス
ト
イ
ン
に
変
更
し
た
。
そ
れ

で
も
、
一
万
筆
を
超
え
る
署
名
を
集

め
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

高
校
生
が
、
主
権
者
の
自
覚
の
も
と

に
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、

私
た
ち
も
一
筆
で
も
多
く
の
署
名
を

集
め
、
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
、
教

職
員
の
声
を
届
け
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。

全
教
北
九
州
の
と
り
く
み
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

全
教
北
九
州
で
は
、
全
国
署
名
と

同
時
に
、
北
九
州
市
に
提
出
す
る
署

名
も
同
時
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

2021年7月2１日 新聞 全教北九州 ( 2 )

廃
止
し
か
な
い
免
許
更
新
制

「
廃
止
」
報
道
を
受
け
全
教
北
九
州
は
、
要
請
書
を
提
出

教
育
全
国
署
名
は
じ
ま
る

中
教
審
で
も
厳
し
い
評
価
「
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
」

中
教
審
（
中
央
教
育
審
議
会
）
教
員
免
許
更
新
制
小
委
員
会
の
議

論
を
う
け
て
報
道
各
社
は
「
教
員
免
許
更
新
制
廃
止
」
と
報
道
し
ま

し
た
。
現
場
で
は
歓
迎
の
声
が
あ
る
一
方
で
、
困
惑
や
不
安
の
声
も

あ
り
ま
す
。

全
教
北
九
州
は
、
７
月
15
日
、
教
育
委
員
会
に
現
場
の
困
惑
や
不

安
の
声
へ
の
応
答
を
求
め
る
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

「教師の新しい学びの姿」の
議論にあたっての論点（抄）
教員免許更新制小委員会（5/24）配付資料より

・教師が主体的に今後の学びを考え、管
理職や任命権者が、人事配置やキャリ
ア形成支援につなげるため、研修受講
履歴を記録・管理していくことが重要

・オンライン講座の拡充を進めるととも
に、学校等における活用を促していく
ことが重要

・①質の保証を行う仕組み、②ワンストッ
プ的に情報を集約し、適切に整理・提
供する仕組み、③学んだことを全国的
に通用するものとして証明する仕組み
を構築する必要

・「知識伝達型」の内容は、共有財産化
し、教育委員会は教育現場の課題に即
した内容に注力することで全国的な研
修水準の向上につながるのではないか

・免許状を更新しなければ身分の喪失を
招きかねない中で、安心して学ぶこと
ができるのか

・「新たな学びの姿」を実現する上で、
免許状に有効期限を設けて更新すると
いう仕組みが必要か

小
中
高
す
べ
て
の
学
年
で
少
人
数
学
級
の
実
現
を

7月9日（金）東京都内で開かれた
教育全国署名スタート集会のようす


